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表紙 :浅鉢土器胎土内に混入 した米の顕微鏡写真
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文序

本書は平成 3年度、民間の宅地造成に伴い都城市教育委員会が受託事業として実施した都城市大

岩田町に所在する黒土遺跡の発掘調査報告書であります。

平成 4年 2月 から同年 3月 までの現場における発掘調査の結果、縄文 0弥生 。平安 0中世の遺物 0

遺構が発見されました。中でもマスコミを通 じて大きく報道されたように、縄文時代晩期の土器に

伴って石庖丁が発見されたことと遺跡の上壌中から稲のプラント
。オパールが検出されたことは非

常に画期的で、宮崎県の稲作文化開始期の解明にとって貴重な発見となりました。

本書の刊行が当該地域の歴史解明の貴重な一助となり、歴史教材として生かされるとともに、今

後の学術研究に少 しでも寄与できることを願っています。

発掘調査から報告書作成に至るまで、株式会社 トーアの関係者をはじめその代理人の魚矢隆文氏

には多大なご援助 0ご協力をいただきました。また、出土資料につきましては多くの先生方にご指

導 eご教示いただきました。ここに心から感謝の意を表します。

1994年 3月

都城市教育委員会

教育長 隈 元 幸 美



rll   言

1。 本書は株式会社 トーアによる分譲住宅建設に伴い、都城市教育委員会が平成 4年 2月 10日 から

平成 4年 3月 13日 まで発掘調査を実施 した黒土遺跡の発掘調査報告書である。

2.発掘調査地は宮崎県都城市大岩田町5597番-5ほか (字黒土)で あり、調査面積は1,618ピ で

ある。

3。  現場における遺構の実測および写真撮影は、作業員の協力を得て、都城市文化課主事桑畑光

博 0同主事矢部喜多夫 。同主事補横山哲英が行い、遺構の空撮は株式会社スカイサーベイに委託

した。本書掲載の遺物の実測と写真撮影は作業員の協力を得て桑畑が行い、すべてのトレースは

桑畑があたった。なお、土器片の顕微鏡写真は宮崎県文化課戸高真知子主任主事によるものであ

る。

4。 本書使用のレベルは海抜絶対高であり、基準方位は磁北である。       .

5。 本書の執筆は第 10203・ 5章を桑畑が行い、第 4章の自然科学分析については宮崎大学農

学部藤原宏志教授に調査を依頼 した。なお、編集は桑畑が行った。

6.石器の石材鑑定は宍戸地質研究所の宍戸章氏に依頼した。また、一部の土器・石器については

以下の方々の鑑定を受けた。

石川 悦雄 小田富士雄 上村 俊雄 片岡 宏二 甲元 真之 下條 信行 島津 義 lL」

高倉 洋彰 武末 純一 田中 良之 戸高真知子 西 健一郎 春成 秀爾 藤尾慎一郎

本田 道輝 柳沢 一男 山崎 純男                  (五 十音順)

7.発掘調査におけるすべての記録と出土遺物は、都城市立図書館内の文化財整理室に保管されて

いる。
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ユ早第 序

1 調査に至る経緯

平成 3年 10月 、宮崎県都城市大岩田町の畑地に分譲住宅建設計画がもちあがり、事業計画者であ

る株式会社 トーアから都城市教育委員会へ遺跡の有無の照会が出された。当該地は、昭和62年に同

市教育委員会が実施した遺跡詳細分布調査による市内遺跡番号5035・ 横尾原遺跡に含まれており、

弥生 。中世の遺物の散布が確認されていた。そこで、都城市教育委員会は、遺跡の状態をより具体

的に把握するために、平成 3年 11月 26日 から同月30日 にかけて、開発予定地に5× 5mの トレンチ

を 5か所に設け、試掘調査を実施 した (図 3)。 その結果、一部において耕作による攪乱が認めら

れたものの、遺物包含層の残存状況は比較的良好であり、弥生時代の上器や中世の上師器などが得

られた。また、幅約1.6mの 中世の溝状遺構も確認された。この結果にもとづいて12月 12日 に業者

と教育委員会の間で遺跡の取扱いに関する協議が開始されるとともに、株式会社 トーアから平成 4

年 1月 30日付で、文化庁へ埋蔵文化財発掘の届出が提出された。造成計画は、幅員 6mの道路を通

し、宅地33区画を造るというものであったが、宅地部分には盛土対応による保存措置を講 じるとい

うことであり、結果的に道路部分 (1,618ぽ)に ついては、床掘りの関係から記録保存のための発

掘調査を実施することになった。さらに平成 4年 2月 7日 に、両者間で埋蔵文化財の取扱いに関す

る協定と発掘調査の受託契約が結ばれた。現場における発掘調査は、平成 4年 2月 10日 から3月 13

日まで行い、弓|き続き遺物の整理を行った。

2 調査の組織

発掘調査は株式会社 トーアから都城市教育委員会が委託を受けて実施 し、経費の運用は同市文化

課が行った。調査の組織は以下のとおりである。

調査責任者 都城市教 育長  隈 元 幸

調 査 総 括 都城市文化課長  成 竹 清

同 文化課長  松 山

調査事務局 同文化課長補佐  遠 矢 昭

'      同 文化財係長  海 田

同    主事  横 山 寿

調 査 員 同    主事  桑 畑 光

発掘作業員 福丸 貞行   福丸 治男

松永 浩一   細止1田 登

大山ミツ子   満安エミ子

吉村 則子   下田代清海

整理作業員 猪股幸千代   池谷香代子

美

光

充

夫

茂

代

博

(平成 3年度)

(平成 5年度)

(旧姓田部井)

福丸 秀則   鴇  松雄

和田 利雄   壇  清人

阿久根勇吉   阿久根敏恵

雁野あつ子   水上 和子

曽原 主吉

桑山 重二

阿久根昌子
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第 2章  遺 跡 の位置 と環境

黒土遺跡は宮崎県都城市大岩田町5597-5に 所在する。都城市は九州島の東南部に位置しており、

市域は東を東岳、柳岳などを主峯とする山地、西を瓶台山、白鹿山の山地に囲まれた南北に細長い

盆地のほぼ中央を占め、、行政区分は宮崎県の西南部、鹿児島県との県境に接している。当遺跡は

市域の南部に位置し、通称横尾原の成層シラス (二次シラス)台地が北へ緩やかに傾斜する開析扇

状地上に立地している (図 1)。 その西側を大淀川の支流である梅北川が北流 しており、河川流域

の氾濫原面と調査地点との比高差は約 5mを漫1る。当該地の現況は畑地であり、南から北へ階段状

につくられている (図 2)。

周辺の遺跡をながめると、本遺跡の後背の成層シラス台地上の南端部には横尾原遺跡があり、平

成 3年度の発掘調査で、奈良時代の骨蔵器 2基や縄文時代後～晩期の上器 0石器が出土 したほか、

縄文晩期前半の堅穴住居跡 1基および土坑数基が検出されている。一方、梅北川を挟んだ対岸の台

地上では、昭和37年の道路拡張工事の際、後に「五十市式土器」と呼称される全縄文施文の完形土

器が採集されている。また、同台地の北東端部の大岩田村ノ前遺跡では、平成元年に縄文時代から

近世にかけての遺構 。遺物が発掘されたが、中でも弥生時代前期から中期にかけての上器群はこれ

まで当地域において不明瞭であった当該期の良好な資料となった。

′

√
ヽ

`        
リ

″へ
0´
。心

ヽ

0      50km

遺跡位置図
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黒土遺跡  2.大 岩田村ノ前遺跡
横尾原遺跡  4.五 十市式土器出土地点

図 1



図 2 遺跡周辺地形図
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第 3章  調 査 の 記 録

1 調査の経過 と概要

発掘調査は造成予定地を縦断する幅 6mの道路建設部分 (面積1,618ピ)について実施 したが、

結果的に地層の傾斜方向に合わせて、南北に細長いトレンチを入れるかたちとなった。

また、試掘調査において確認 していた遺物包含層は調査区内で部分的に薄い堆積をみせる桜島起

源の文明年間噴出といわれている降下軽石層と霧島御池起源の縄文時代中期頃の噴出と推定されて

いる降下軽石層に挟まれた黒色系土層 (Ⅳ OV層)であり、調査はその結果に基づき、バックホー

によって現在の耕作土である表土および1日耕作土 (10Ⅱ 層)を剥ぎとったのち、御池降下軽石層

の上面まで、手作業で掘り下げた。なお、現場作業期間は平成 4年 2月 10日 から3月 13日 までであ

る。以下、作業日誌の中からかいつまんでその概要を記す。

2月 12日 …作業員導入。調査区北側から遺物包含層を掘り下げはじめる。当該地区は耕作機械に

よる掘削を受けているものの、残存したⅣ層中からは平安時代～中世の土器が出土す

る。さらに、同地区のV層からは弥生時代の上器が出上 しはじめる。

2月 16日 …DOF-5区において文明軽石層 (Ⅲ層)の堆積する中世の溝状遺構を 2条検出する。

2月 18日 …・FOG-10011区 において縄文時代晩期と思われる土器が出上しはじめる。

2月 24日…掘削土搬出にベル トコンベアー導入。F・ G-14015区 において黒褐色土層 (V層中)

から刻目突帯文土器に伴って丹塗り壷と思われる破片がまとまって出土。また、同地

点において偏平打製石器や編布圧痕土器なども出上。

2月 25日…F-12区 において、擦り切り技法で穴の開けられた石庖丁出土。

3月 3日 …H-5区 において文明軽石層下の道路状遺構を 2条検出。また、D-13区 において硬

化面を伴う溝状遺構を確認。これらは平安時代～中世のものと思われる。

3月 6日 …G-7・ 8区で弥生時代の堅穴遺構 1基 とG-5区 で上坑 1基を検出する。

3月 8日 …遺構平面図作成開始。分析のために上壌採取する予定のF-10区 とG-14区の 2か所

において トレンチによる深掘りを行う。

3月 11日 …宮崎大学農学部藤原宏志教授により、植物珪酸体分析のための上壌採取実施。

3月 12日 …遺跡全体の空中写真撮影。

3月 13日 …平板による遺構全体図作成ののち、新聞社の取材対応。道具を搬出し、調査終了。

2 遺跡の層序

第 2章で述べたように、本遺跡調査区域の地層は南から北へ向けて緩やかに傾斜 している。図 4

の縦断面図を見ると、御池軽石層上面は北へ約 2度の勾配で下っており、現状は階段状の田畑であ

るが、それより以北は調査地点の北端を境にしてより急な勾配で梅北川流域の氾濫源面に傾斜 して

いたものと思われる。御池軽石層の上位にのる土層もおおむねその傾斜にあわせて堆積 している。

土層断面図を図 5に示 した。以下、各層について説明する。

-13-
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Ⅲ (桜島文明軽石)
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図 5 土層断面図
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I層 :層厚40～60cmの灰オリーブ砂質層である。現耕作±。

Ⅱ層 :層厚約 8 cmの灰白色軽石粒を含むオリーブ黒色砂質層である。 1日耕作土。

Ⅲ層 :層厚 5～ 15cmの灰白色軽石層で、調査区域内において部分的にとらえることができる。

桜島起源の降下軽石層で、年代は文明年間 (1469～ 1486年)と推定されている
°
し

Ⅳ層 :層厚15～ 40cmの黒色粘質シルト層である。平安時代～中世の遺物包含層。

Va層 :層厚10～ 30cmの黄橙色軽石粒を含む黒褐色シル ト層である。縄文時代～弥生時代の遺物包

含層。

Vb層 :層厚20～30cmの黄橙色軽石粒を多く含み、硬 くしまる黒褐色シルト層である。

Ⅵ層 :層厚約50cmの黄橙色軽石層である。霧島御池起源の降下軽石層で、噴出年代は約4000年前

と推定されている
②。

3遺 構

1)弥生時代の遺構

堅穴住居跡と土坑を 1基ずつ検出している。

堅穴住居跡 (図 6上段 )

GOH-7区 において検出した。検出面はVb層上面である。直径2.1～ 2.2mの 略円形を呈する。

検出面からの深さ0.4mを測る。覆土は黒色粘質シルト層を基調とするが、黄橙色軽石粒の含み具

合と硬さによって 3つ に区分できる。上層は黒色粘質シルトでレンズ状に堆積している。中
0下層

は黄橙色軽石粒を比較的多く含む黒褐色粘質シルト層で、下層は比較的硬くしまっている。覆十 卜
0

中層から土器片42点、頁岩の剥片 2点、磨製石鏃 1点が出上 しているが、いずれも床面から10cm以

上浮いたレベルである。 ピットは 6個検出されているが、形態はすべて不整形であり、深さは20cm

以内と浅い。

図 7に覆土中の遺物で図化できたものを示 した。 1は甕である。日縁部に小さな突帯を貼り付け、

細かい刻みを施 している。その約 l cm下 にも突帯があったものと思われるが、剥落している。 2は

甕の底部で、縦方向の ミガキが施されている。 3は壷の肩部である。突帯上に部分的に細かい亥Jみ

をもち、外面には黒色顔料の塗彩が認められる。 6は頁岩製の磨製石鏃で、先端部を欠失する。

土   坑 (図 6下段)

確認当初は、長径2.35m・ 短径1,9mの 不明瞭な楕円形状を呈するものと思われたが、その下部

に直径 lm程度の小規模な円形掘り込みが確認された。検出面 O Vb層上面からの深さ0.3mを測る。

覆土は、上層が黄橙色軽石粒を少量含む黒褐色粘質シルト層、下層が黄橙色軽石粒を比較的多く含

む黒褐色粘質シル ト層である。覆土中から土器破片40点、無班晶流紋岩の剥片が13点、磨製石鏃 1

点が出土 しているが、いずれも床面から10cm浮いたレベルである。

図 7に覆土中の遺物で図化できたものを示した。 4はキンウンモを含む壷で、肩部の三角突帯下

に櫛描文が施されている。 5は頸部に横位の沈線文が施された壺である。 7は無班晶流紋岩製の磨

製石鏃である。償1縁部には剥離痕が明瞭であり、未製品と思われる。
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図 7 弥生時代の遺構内出土遺物実測図

2)中世の遺構

溝状遺構 2条、道路状遺構 3条、 ピット1基を検出している。

1号溝状遺構 (図 8上段)

D-405区 のVa層上面で検出した。主軸をN-26° 一 Eに とりながら南北方 l・|に 走行する。

断面形は基本的に「 U」 字状をなすが、壁面は部分的にゆるい立上がりを呈する。検出面での幅約

lm～ 1.45mで、深さ0.5mを測る。遺構内堆積土は下部が黒色粘質シル ト層、その上位に文明軽

石層が厚 く堆積 しており、文明年間には完全に埋没 したものと思われる。文明軽石層の下から釘と

思われる鉄製品、青磁破片 1点、土師器の糸切り離 し底部小片 1点が出上した。

405=土坑出土

O bcm

|

6=竪穴住居跡出土
7=土坑出土

-21-



1号溝状遺構

2号溝状遺構
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4:黒色粘質シルト (黄橙色軽石含む)
0                 2m

図 8 中世遺構実測図 (1)

… 22-

3        4

9)ピ ツト



コ
Ｄ

0                         2m

D

C            149.4m
―

           

―

E

図 9 中世遺構難 1図

-23-

―

      

―

Ⅳ

Va~~~~~~~~― 一

※ ア ミかけ部分は硬化面
ローマ数字は基本土層

(2)

F~~~150m



2号溝状遺構 (図 8下段)

F-4・ 5区のVa層上面で検出した。主軸をN-38° ― Eに とりながら南北方向に走行する。

断面形は「 U」 字状をなし、検出面での幅約0,75m～ lmで、深さ0.37mを測る。遺構内堆積土は

下部が黒色粘質シル ト層で、その上位に文明軽石層が堆積 しており、文明年間にはほぼ埋没したも

のと思われる。文明軽石層の下から時期不詳の上器破片 1点が出土した。

1号道路状遺構 (図 9上段)

H-5区 において文明軽石層下のⅣ層中位でとらえられた。やや弧を描きながら南北に延びてい

くものと思われる。幅0.3～ 0.4m e厚さ 3 θπの硬化層をなしている。

2号道路状遺構 (図 9上段)

1号道路状遺構の東倶1に近接 して、ほぼ並行に走行している。幅0.3m。 厚さ 3 cmの 硬化層をな

している。

3号道路状遺構 (図 9下段)

E-12区からD-13区にかけてVa層上面で検出された。主軸をN-54° 一 Eに とりながらほぼ

直線的に走行する。立ち上がりのゆるい幅0.4～ 0.8mの 溝状を呈 し、その底面に1嘱0.35～0.lmの 硬

化面が形成されている。D-13区では硬化面がやや不明瞭となる。

ピ ッ ト (図 8下段)

F-5区のVa層上面で検出された。直径0.3m e深 さは0.27mを 測る。埋土はⅣ層である。出土

遺物はない。

4 包含層出土遺物

包含層出土の遺物はおおむねⅣ ②Va層から得られたものである。土層の説明の項でも触れたよ

うにⅣ層から平安時代～中世の遺物が出上し、Va層 (以下、V層)か ら縄文時代～弥生時代の遺

物が出上 しているが、一部 I・ Ⅱ層中に 2次的に堆積 したものがある。これについては本来所属し

ていたと思われる項目に含める。

1)V層 出土土器

ここでは、分布状況をはじめ、形態 0胎± 0色調 0調整などの諸属性を考慮し、既設の編年に照

らした上で、次の 5群に分類 した。なお、土器の器種名称は右枠内に記したようにそれぞれに表現

を変えてある。

第 1群 :縄文時代後期土器群  [器種名 :深鉢 。鉢など]

第 2群 :縄文時代晩期土器群  [器種名 :深鉢 0浅鉢 0鉢など]

第 3群 :亥J目突帯文土器群   [器 種名 :甕 。壷 。浅鉢 0鉢など]

第 4群 :弥生時代前期土器群  [器種名 :甕・壺など]

第 5群 :弥生時代中期土器群  [器種名 :甕 0壺など]

各土器群の調査区内における分布状況については図10～ 11の とおりである。

ともに刻目突帯文をもつ甕を主組成に含む第 3群 と第 4群の区分について若千触れておく。

後述するように、第 3群の甕の器面調整が工具ナデあるいはナデであるのに対 し、第 4群の甕の器
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面調整は特徴的な粗いミガキである。この容易に識別できる二者の分布状況をみたとき、前者の分

布が調査区南側 (以下、南区)に顕著であるのに対 し、後者が北側 (以下、北区)に顕著であると

いうように主要分布域を異にして出土 しており、その差が時期差を反映しているものと認識 した。

また、それぞれの甕に伴う壺などの他の器種についても同様な分布状況を示すものをセットとみな

した。ちなみに、遺物包含層が地表面から比較的深かったため現代の耕作による影響が少なかった

南区では、第 3群土器がまとまって出土 しており、質 ②量ともに群を抜いている。

第 1群 土 器 (図 12)

図12は器面調整に丁寧なナデないしミガキの施されている深鉢である。G-15区 ではVb層 にく

いこむような出土状況が認められた。おおむね無文でありその特徴はつかみにくいが、頸部がくび

れ、胴部の張る形態で、日縁部はフラットで直線的なもの (13～ 15・ 19a)と 8の ように肥厚する

ものがある。11や 12に は外面に凹線文がみられる。浅鉢は見つかっていない。なお、10は器面調整

に比較的粗い工具ナデが施されているもので、赤褐色系の色調を呈することからこの群にいれたが、

第2群に含まれる可能性もある。

第 2群 土 器 (図 13)

図13の 20～25は深鉢、26は鉢、27～ 32は浅鉢である。20021は 口縁部に粘土帯を貼 り付け肥厚さ

せるものである。24は張りだす形態の底部である。26は外面はケズリ調整で、内面はミガキ調整が

認められる。 27・ 28031aは 口縁部の内外面あるいは内面だけに凹線が施され、その先端が玉縁状を

なすものである。調査時点ではこのタイプの浅鉢が次の第 3群に属するものと考えていたが、分布

状況からこの群に含めた。

第 3群 土 器 (図14～図24)

図14～ 17の 33～ 104は甕で、図化 しうる資料は72個体分を数える (底部についても同一個体 と思

われる口縁部 0胴部が認められない限り1個体としてカウントした)。 器面調整は擦過痕を残すナ

デが主体となる。77の 1点だけが一条突帯となる可能性があるが、他はすべて口縁部と胴部に一条

ずつの二条突帯になるものと思われる。口縁部突帯を確認できる資料30個体のうち 8点 (33～40)

は口縁部突帯がやや下がった位置にめぐらされるもので、他はすべて口縁最上端ないし口唇端部に

接 して貼り付けられている。胴部の断面形態が把握できる資料・34個体のうち6点 (390700720730

74081)が 直線的なもので、他は、「 く」の字に折れている。その形状には41・ 46048049な どのよ

うに強く屈曲しつつ口縁部が反転するものと、33034040068069076な どのように弱く屈曲する

ものとがある。突帯上の刻みは指頭によるもの (33～ 47・ 50051・ 53～ 56058・ 610630640680

69072～ 76)と 工具によるものとがある。工具による刻みにはいくつかの手法が認められ、棒状工

具によって「 U」 字状を呈するもの (52057060062065066)、 ヘラ状工具によって えぐりとら

れ「 V」 字状を呈するもの (48049070・ 71079)、 角ばった工具を器面に対 し垂直に押 しつける

ことによって幅の狭い「凹」状となるもの (67・ 77～ 82)で ある。刻みの手法は指頭によるものが

圧倒的に多いといえる。

器面調整は先に述べたようにおおむね工具ナデあるいはナデが主体であるが、34077の 内面調整

はケズリ状で、76082は内面調整はミガキ状の丁寧なものである。一方、46の内面調整はかすかに
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V層遺物分布図 (2)

条痕を残 しているが、それが貝殻によるものかどうか判然としない。

83～ 104は底部である。粘土板を貼り付けて、台形状を呈する83084085な どや、底面とその内

面に補強のための粘土を接合する980990100な どがある。98は底面に網代圧痕が見られる。なお、

33の胴部内面と98の胴部下半の外面には籾痕が認められる。

ちなみに、土器の胎土の特徴について述べると、ほとんどの器肉は黄褐色を呈 し、スカスカした

軽い印象を受け、第 4群の甕とは対照的である。

図18γ図20の 105～ 146は粗製の鉢である。図化できた資料は36個体分を数える。そのうち組織痕

を伴うものは約30点 と思われる。105は単純な口縁形態をなすが、深鉢の可能性もある。110は 口縁

部に一条の指頭刻目の突帯をもつ小形鉢で、内面には比較的丁寧なナデ調整が施されている。 106

～140は外面に粗いケズリ0ナ デ調整、内面はミガキ状の丁寧な調整が認められるもので、日縁部

外面にススの付着 しているものもある。 112～ 121は 口縁部に刻目突帯が施されており、 121はヘ

ラ状工具による「 V」 字状の刻目がつけられているが、他はすべて指頭刻みである。 11101120

123～ 135は底面に編布圧痕、 136は網目圧痕、 137は平織と網目圧痕の複合、 138～ 140は 平織圧

痕がそれぞれ認められる。一方、 141～ 146は底部に木葉 (葉脈)圧痕が認められる一群であるが、

141は分布状況やカクセン石 。白色の鉱物を含む胎土などからこのグループよりもむしろ第 2群に

含まれる可能性が高い。なお、編布圧痕土器の中の124な ども同様な位置付が妥当かも知れない。

図21・ 22の 147～ 1720174～ 176は精製の浅鉢と鉢であり、器面調整にはミガキないし丁寧なナデ

が施されている。図化できた資料は浅鉢が22個体分、鉢が 7個体分である。浅鉢は沈線文をもつも

］剛
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V層出土土器 [第 1群]実測図
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図 13 V層出土土器 [第 2群]実測図

の (147～ 1500174)と 口縁部に突帯文をもつもの (154～ 159)に細分できるが、いずれも胴部で

屈曲する。 148は口縁部だけに横位の沈線が施されている。 153は外面に凹線状のくばみが施され

ており、あるいは特殊な器種かもしれない。また、 152は胴部が 2段階に屈折するもので、上段の

屈曲部に2条の沈線文が施されている。この種は1点だけ出土している。 15001530154の 外面に

は丹が塗布されている。 175は外面に籾痕があるが、 15601740176の胎土中には偶然に粘土によっ

て被膜保護された米粒 (玄米か?)の混入が認められる。 176には3粒確認され、うち一粒は破損

し、炭化した断面を露呈している。粒径は、長さ約4.5mm・ 幅 3 mmを測る。 これらの浅鉢の底部は
157・ 1660176に 見られるように円盤状粘土板を貼り付けるという技法で作られている。 160～ 165

はやや器高の高くなる鉢で、1600161・ 162の外面にはススが付着しており、上記の浅鉢とは用途

が異なるものと考えられる。これらには口縁部と胴部の屈曲部に突帯が員占り付けられている。 1600

162は外面に粗いミガキが施されている。また、底部は170のような形態になるものと思われ、底面

にもミガキが施されている。
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図 14 V層 出土土器 [第 3群 。甕]実測図 (1)
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図 15 V層 出土土器 [第 3群・甕]実演I図 (2)
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図 16 V層出土土器 [第 3群・甕]実測図 (3)
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I重三
92
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饒鰊
101

図23・ 24の 177～ 188は壺である。丹塗り研磨されたもの (177～ 185)と 粗いミガキないしナデの

施されたもの (186～ 188)と がある。図化できたのは前者が 9個体分で、後者が 3個体分である。

器外面の研磨方向は、おおむね横か斜めであるが、177a0181a0181c。 186に は部分的に縦方向の

研磨が認められる。また、180と 183bには内面の肩部以下に横方向のケズリが施されている。日縁

部は2点 (183a0184a)確認されているが、外面端部に突帯文が施されている。一方、底部は183c

だけで、形態は平底である。177a・ 178・ 186には肩部に突帯文が施されている。 179が削り出しに

よるもの以外はすべて粘土帯の貼り付けによるものである。180・ 183bは 内面の胴部以下にケズリ

鑢
ψ

図 17 V層出土土器 [第 3群・甕]

104

0                     10Cm

実測図 (4)
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図 18 V層 出土土器 [第 3群・ 鉢]実測図 (1)
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図 20 V層出土土器 [第 3群・鉢]実測図 (3)

調整が認められる。なお、丹塗り研磨された土器の胎土は特徴的な橙色を呈し、他との識別が容易

である。

図24の 189～ 195は高不と推定される。189a0189b・ 190a・ 190b0190c01910192は口縁部で、

190d e 193は脚部、194・ 195は外部と脚部の移行部分である。189a0189b・ 190aは上から見ると方

形を呈し、山形口縁頂部には円形のドーナツ状貼り付け文・刺突文・沈線文が施されている。また

外面には2条単位の沈線文が施されており、189a0190aに は外面に丹と黒色顔料の塗彩が認めら

れる。

図24の 196～ 201は器種不明なものである。198は無頸壺状の器形を呈するものとおもわれるが判

然としない。口縁部に突起が認められ、外面からの焼成前穿孔があり、外面と内面に丹の塗彩が認

められる。196は口縁部に刻目突帯文が施されており、皿状の器形ととらえたが、あるいは蓋かも

〇
‐夢
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図 21 V層 出土土器 [第 3群・鉢]
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1730175は籾痕 1740176は米粒混入

図 22 V層 出土土器 [第 3群 0鉢]実測図 (5)

しれない。丁寧に調整された突帯文をもつ199は次の第 4群の可能性があるが、黄色系の色調など

を考慮し、ここに含めた。200は 口縁部が玉縁状を呈する。

第 4群 土 器 (図 25～図27)

図25の 202a～ 223は刻目突帯文を主文様とする甕である。図化できたものは22個体を数える。

213が ナデ調整、217・ 2210222・ 223の 4点にはハケメ調整が認められるが、他はすべて粗いヘラ

ミガキ調整が顕著である。日縁突帯の位置が口唇端部に接するものとやや下がるもの (203～ 205)

とがある。突帯の刻み手法は先端の鋭い工具による深いもの (2020206・ 210・ 211・ 21202140

216)、 押し引くようにして断面「 V」 字状を呈するもの (209)、 刺突文状のもの (208)、 浅く細か

いもの (203020402050207・ 2130215・ 21702180219。 220・ 2210222・ 223)な どがあるが、

全体的に鋭 く細めのものが多い。222は ハケメ原体による刻目が観察される。なお、206は 口縁部突

帯文の下に斜め方 lEaの突帯文が貼り付けられている。

図26の 224～ 234は突帯文を主文様とする甕であるが、突帯上に刻み目はない。おおよそ10個体を

数える。すべて粗いヘラミガキによる調整である。227は 日縁部と胴部の突帯文を繋 ぐように縦方

向の突帯文が貼り付けられている。これらの特徴的なミガキ調整の施された突帯文甕には、胎土中

に比較的大きめの砂粒が含まれ、全体的に硬質で重量感がある。

次に上記以外の甕について説明するが、出土点数は掲載したものに限られる。235は 口縁部を折

り曲げることによって逆「 L」 字状の国縁形態を作りだし、そのEl唇端部全面に刻目が施されてい

る。236は 口縁端部を内面と外面の両方につまみ出して外面端部に浅く細かい刻目が施されている。

外面の口縁部直下には板状工具による調整痕が残る。器壁が薄く、胎土も他の上器と異なるため移

入土器と考えられる。

確実にこの時期といえる底部資料が少ない中で、全体的に肉厚な237は その胎上の特徴と調整に

粗いミガキが観察されることからこの時期の甕の底部と判断した。
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図 23 V層 出土土器 [第 3群・壺]実測図
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図 25 V藩 出土土器 [第 4群 0甕]実測図 (1)
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図 26 V層 出土土器 [第 4群・甕]実測図 (2)
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図 27 V層 出土土器 [第 4群

図27の 238は鉢形と思われるが、判然としない。橙色系の色調からこの項に含めた。器内外とも

に調整の際の工具痕が条線状に残る。

図27の 239～ 253は壷である。図化できたものは15個体を数える。□縁部を肥厚させるもの (239)、

単純口縁のもの (2400241)、 頸部に 2～ 3条程度の沈線文をもつもの (2420243)、 肩部に 2条の

沈線文をもつもの (244～ 249)、 肩部に一条の突帯文をもつもの (250～ 253)な どがある。243は頸

部に 3条の沈線をもち、 El頸部の短い形態であるが、胎土は比較的大きめの砂粒を含み、先述した

粗いミガキ調整の甕に類似する。252に は突帯上に大きい刻目と細かい刻目が施されている。また、

253は突帯上に細かい刻目が部分的に施されている。なお、249に は有軸羽状文的な沈線モチーフが

、3 ヽわ
250                         251
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図 29 V層 出土石器実測図

認められ、内面にも丁寧なミガキ調整がみられる。なお、肩部に刻目突帯文をもつ壺は遺構の項目

で説明したように竪穴住居跡の覆土中から単独で出上 している(3L

第 5群 土 器 (図28)     
｀

図28の 254～268は甕で、図化できたものは18点である。甕の口縁は三角形突帯をもつもの (254

～256)、 「 M」 字状突帯をもつもの (259～ 261)、「 く」の字に折れ曲りやや立ち上がるもの (269～

-45-
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図 30 1V層 出土土器実測図

271)な どがある。254は 口縁部に大きな三角突帯をもち、そのすぐ下に小さい突帯がある。胎土に

キンウンモを含む。259は 口縁部にやや垂れ下がり気味の「 M」 字状突帯をもち、胴部には三条の

三角突帯がめぐっている。器面調整は外面下半に若干のハケメが、内面にハケメとミガキが採用さ

れているが、最終調整はナデである。なお、259～ 267・ 270は胎土にキンウンを含む。

272～ 274は壺で、図化できたものは 3点である。272～ 274は いずれも口縁部が外反 し、口唇部は

強くヨコナデされることによって凹線状にくばんでいる。

2)V層 出土石器

図29の 275～277は調査区域の南側のVa層中から出土した石器である。周辺から出土 した土器は

先述 した第 3群 。刻目突帯文土器が主体であり、このグループに共伴するものと考えられる。

275は G-14区 OVa層から出上した石製上掘り具である。石材は頁岩性のホルンフェルスであ

る。基端部を欠失するが、平面形は「 しゃもじ」状を呈 しており、基部は比較的大きな整形剥離の

後に、側縁が入念に敲打され、細長い柄部が作り出されている。実測図左面の刃縁部には斜め方向

の線条痕が認められ、刃部は全体的に使用による摩滅が著しい。また、実測図右面の基部中央には

木柄などへの装着によって生 じたと思われる光沢がある。現存全長13囲
e刃部最大幅6.5cm。

276は石庖丁である。 F-12区において、現代の耕作機械の トレンチャーによって若千傷付けら

れ、倒立 した状態で検出されたが、ほぼVa層を原位置と認めてよい出土状況であった。長軸 11.8

cm。 短軸5.2cmの平面形は整わない楕円形を呈 し、厚さ0.6cmを測る。石材は頁岩性のホルンフェル

スであり、研磨によつて偏平に加工されているが、横長の剥片を利用したために全体にやや湾曲し

ン

２８３
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ている。両面からの擦り切りによって長さ1.7cm e幅 0.25cmの細長い穴が背面に沿 って並行にあけ

られている。刃の断面形は両刃であるが、その形状は二等辺三角形ではない。

277は F-12区 OVa層から出土 した穿孔具である。砂岩製で、黄褐色を呈 している。基部は実

測図右面中央がややへこんでおり、砥石としての使用も考えられる。先端部の両側縁に回転による

磨耗痕がみられる。現存長5.5cm。 最大幅2.8cm・ 先端部径1.2cmを測る。

3)Ⅳ層出土土器

調査の経過と概要で触れたように、北区ではⅣ層中から平安時代～中世の遺物が検出された。

図30の 2790280は須恵器外であり、279は高台先端を欠失 している。278は 内面をヘラ削りされた土

師器甕である。日縁部は軽 く外反 し、端部は丸くおさまる。281・ 2830284は土師器不である。 こ

れらはおおむね 8世紀後半から9世紀代に位置づけられる。2820286は土師器琢と小皿である。

288は底部が糸切 り離 しの小皿であり、薄く仕上げられているが、比較的堅緻である。12世紀代に

位置づけられる。

土器観察表の元戦について

1.図番号は報告書中記載番号。

2.色調名は『新版標準土色帖』を参考にした。また、煤の付着しているものについては「スス

付着 」と注記し、丹塗りについても付記 した。

3.器面調整については次の略号を用い、調整方向はカタカナで付記 した。

ナデ=N

丁寧なナデ=TN

ケズリ=K

条痕 =」

ミガキ=M
ハケメ=H

4.胎土中に含まれる混和材の大きさは次のように分類 し特徴的な鉱物・粒子については注記 し

た。

粗 =2 mmよ り大きいもの

並頭 2 mm以下、0.5mmよ り大きいもの

細 =0.5mm以下

5。 取上番号とは現場における遺物番号
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表 1 土器観察表 (1)
図番号 出土区 遺構。層 器種

色 調 調 整 胎土。

混和材
llk上

番号
備 考

外 内 外 内

1 GoH― 竪穴住居 甕
褐灰～炎橙
(ス スイ寸孝⇒ 淡橙 ヨコN ナナメN 並 1207 突帯景1落

2 GOH― 竪穴住居 甕 にぶい赤褐
黒褐～褐灰
(炭化物付着) タテエ具N N 粗 1212

3 GoH-7 竪穴住居 里
ヽ

浅黄 ヨコⅣl タテのちヨコM 12111122を

12331241 外面黒塗 ?

4 F・ G-5 土  坑 十里 にぶい褐～橙 橙 Ｍ
んや嗽Ｈ

TN W., , vt 120,1291

5 G-5 土  坑 士空 浅黄橙 浅黄橙 N N 並

DoE-5 V 深鉢 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ヨコN N 並
45,57
105110(

G-5 V 深鉢 に遮ゞいオ登 に 港ゞ い褐 ヨコTN N 並

F-15 V 深鉢 にぶい赤褐 にぶい黄褐 ヨコエ具N ヨコエ具N

0-12013 V 深鉢 黒褐 (スス付着 黒褐 ヨコⅣI ヨコTN 329,332
336

G-5 V 深鉢 褐 褐 ヨコTN N 1276

D-12 V 深鉢
に
`ゞ

い1喝
(ス スイ寸潅⇒ にぶい赤褐 ヨコM ヨコM 並

F-5 V 深鉢 にぶい黄橙 黒褐 N タテのちヨコM 並 1151

G-15 V 深鉢 にぶい黄褐 黄褐 M M 粗 585,599

G-15 V 深鉢 にぶい黄褐 明赤褐 ヨコTN N 並

D-13 V 深鉢 にぶい赤褐 褐 ヨコM N 並 397,398

D-13 V 深鉢
にSゞ い1
(ス スイ寸発

里
〔

ヨコM ナナメM 341,342

G-15 V 深鉢
橙～にぶい
(ス スイ寸着 明褐 ヨコTN ヨコN 593,594

G-15 V 深鉢
橙～にぶい橙
(ス ス付着) 明褐 ヨコTN ヨコN 597,605

610

G-8 V 深鉢
晴灰 頁 °検
(ス ス付 着 淡黄 ヨコN ヨコTN 並 1008

D-5 V 深鉢 灰(ス ス付着) 淡黄 ::J.=:N ヨコN 並

D-15 V 深鉢 灰黄褐 灰黄褐 ヨコN ヨコN 並 082,118〔

D-15 V 深鉢 明褐灰 明褐灰 ヨコN ヨコN 並 1176

G-8 V 深鉢 浅黄橙 褐灰 N N 粗 1002

D-14 V 深鉢 にぶい黄橙 N 並

D-13 V 鉢
火・ 倹 頁
(ス ス付 着 ) 灰白 0灰 ヨコK ヨコM・ タテM 並

表 採 浅鉢 灰黄褐 灰黄褐 ヨコM ヨコM

G-8 V 浅鉢 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ヨコM ヨコM 1003

D-13 V 浅鉢 にぶい橙 淡橙 ヨコM ヨ コM

D-13 V 浅鉢 浅黄橙 におゞい1登 ヨコM ヨコN

D-13 V 浅鉢 に遮ゞいお§ に遮ゞい1登 ヨコⅣI ヨコⅣI 125,42〔

D-13 V 浅鉢 |こ おゞい橙 におゞいオ登 ヨコM ヨコh/1

G-14 V 浅鉢 褐 灰 黒 ヨコⅣI ヨ コM 567

‐
14=D‐ 11 V 甕

[.Jj!\(zzt 淡黄 ヨコN ヨコN 並 419,538 内面籾痕

F-12 V 甕
i;JJL\
( z-z.1\ にぶい黄橙 ヨコN ヨコK 並

G-13 V 甕
|こ 8ゞ い,
(ス ス付

にぶい黄橙 ヨコN ヨコTN

F:G‐ 14.15 V 甕 にぶい黄橙 淡黄 ヨコN N

F-12 V 甕 浅黄橙 にぶい黄橙 ヨコN ヨコN

F-12 V 甕 褐灰 浅黄 ヨコN ヨコエ具N 並

G-13・ 14
F-12 V 甕

にぶい貢橙
(ス ス付着 ) 淡黄 ヨコN ヨコN 517,878

F-12 V 甕 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ヨコN ヨコN 並

F-12 V 甕
にぶい橙～褐
(ス ス付着 ) にぶい黄橙 ヨコN ヨコN 並

F-12 V 甕
|こ

`ゞ

い
(ス ス付 灰黄褐 ナナメN ヨコN 並

E-13 V 甕 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ヨコN ヨコN 349,352

F-12 V 甕 にぶい黄橙 にぶい黄橙 N ヨコN

F-12 V 甕 にぶヾい村島 に遮ゞいオ登 N ヨコN 1056

G-10 V 甕 にぶい黄橙 浅黄橙 ヨコN ヨコN 並 1163

G-10 V 甕 にぶい黄橙 浅黄橙 ナナメN ヨコN 並 1030
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表 圭器観察表 (2)

図番号 出土区 遺構0層 器種
色 調 調 整 ガ6■10

混和材
llX上

番号
備 考

外 内 外 内

表 採 甕 彗灰(ス ス付着 暗灰黄 ヨコN ヨコN 並

H-5 V 甕 灰黄色(スス付着) 淡黄色 ヨコN ヨ コN 並 1146

G-13 V 甕 褐灰 灰黄褐 ヨコN Ｊ
到”は

並

G-14 V 甕 又褐(ス ス付着 にぶい黄橙 ヨ コN ヨコエ具N 並

G-14 V 甕
上 :に ぶ い褐
下  圧想 にぶい黄橙 ヨコエ具N ヨコエ具N 並 475,48〔

F-12 V 甕 灰白。灰 にぶい黄橙 ヨコN ヨコN 並

G-12 V 甕 黒褐 にぶゞヽ`イ喝 ヨコN N 並

F-12 V 甕 灰。橙 橙 ヨ コN N 並

F-12 Ⅳ 甕 にぶい黄橙 灰黄褐 ヨコN ヨ コN 並

F-12 I 甕 喝灰(ス ス付着 にぶい黄橙 ヨコN ヨコTN 並

F-12 I 甕 褐灰 明褐灰 ヨコN ヨコN 並

「
。じ
14・ 15

V 甕 にぶい黄褐 浅黄橙 ヨコN N 並

G-14 V 甕 にぶい黄橙 にぶい黄橙 N ヨコエ具N 並

G-14 V 甕
に
`ヾ

いオ登
(ス スイ寸着) 淡黄 N N 並 全体的に摩滅

G-15 V 甕 にぶい黄橙 浅黄橙 ヨコN N 並

F-12 Ⅳ 甕 明黄褐(スス付着) 浅黄 ヨコN ヨコX/1

F-12 V 甕 に慮ヾい利島 にぶい橙 ヨコエ具N ヨコエ具N 並

G-13 V 甕 にぶい橙 浅黄橙 ヨコN ヨコN 並

F-12 Ⅳ 甕 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ヨコN ヨコN 並

F-12 V 甕 灰黄褐 にぶい黄橙 ヨコN ヨコN 並

Fo G
10・ 11

Ⅳ 甕 淡黄 淡黄 N N 並

F-12 V 甕 淡黄 浅黄橙 N ヨコN 並

H-5 V 甕 炎黄(ス ス付着 にぶい黄橙 ヨコN ヨコN 並

H-6 V 甕 淡黄 にぶい黄橙 ヨコN ヨコN 並

F-12 V 甕 陽灰(ス ス付着 にぶい橙 N ヨコエ具N 並 補修子L

G-14 V 甕 にぶい橙 橙 ヨコN ヨコエ具N 並
504,507
656

F-12 V 甕 天褐(ス ス付着〕 褐灰 ヨコN ヨコエ具N 並

F-12 V 甕 灰黄 にぶい黄橙 ヨコN ヨコエ具N 並

G-13 V 甕 喝灰(ス ス付着 灰白 コ・ナナ『
ヨコエ具N 並

E-5 V 甕 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ヨ コN N

F-12 V 甕 にぶゞいオ登 におゞい1登 N ヨ コN

E-12 V 甕 にぶい褐 ヨコN 並

G-13 V 甕
に

`ヾ

い引彎
(ス スイ寸着) 灰黄褐 ヨコN ヨコN 並

F-12 V 甕 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ヨ コN ヨコN 並

D-13 Ⅳ  oll‐ 甕
上 :褐火
下 :にぶい黄橙 褐灰～灰

上 :ヨ コ上異 N ヨコTN 並
423
謝翻5ト

G-13 V 甕 爽褐(ス ス付着 灰褐 ヨ コN ヨコK 並

F-12 V 甕
にぶゞい橙

|こ おゞい橙 ヨコN ヨコTN

F-12 V 甕 にぶゞいオ登 におゞ t｀橙 ヨコN ヨコN

F-12 I 甕
にぶい橙
(ス ス付腸占)

にぶい黄橙 ヨコN ヨコN 並

G-13 V 甕 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ヨコN ヨコN 並

F-12 V 甕 喝灰(ス ス付着 にぶい黄橙 ヨコN ヨコエ具 Tト
D-15

I・ IVe V 甕 喝灰(ス ス付着 にぶい黄橙 ヨコエ具N ヨコエ具N 886,1177

E-12 IoV 甕 灰白 浅黄橙 ナナメN N 861,863

G-8 V 甕 にぶい橙 褐灰 N N 並 1000

F-12 V 甕 にぶい黄橙 灰白 ヨコN N 755

F-13 V 甕 局灰(ス ス付着〕 ヨコN 並

E-4 V 甕 灰白 灰 白 タテN N 並
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表 3 土器観察表 (3)
図番号 出土区 遺構。層 器種

色 調 調 整 胎土。

混和材
収上
番号

備 考
外 内 外 内

F-12 V 甕 にぶい黄橙 灰白 タテN N 並

F-12 V 甕 褐灰色 明褐色 N N 並

G-8 V 甕 にぶゞい1登 にぶい黄橙 ヨ コN TN 並

E-12 I 甕 淡赤橙 褐灰
(静イヒ物付着ヽ

N N

F-12 V 甕 尺白 (ス ス付着〕 灰 自(岸イに物付着ヽ N N

F-12 V 甕 淡赤橙 灰白 N N

G-13 V 甕
火 東 褐
(ス ス付 着 ) 褐灰 N N 並

D-5 V 甕 明褐灰 灰 白 タテN N 並

G8 IoV 甕 淡赤橙 明褐灰 N N 並 999,857

G-13 V 甕 にぶい黄橙 タテN 並

G-13 V 甕 に 遮ゞ tヽ 橙 N 並

E-12
G-14 V 甕 淡黄

黄灰
(炭イヒ物付着)

N N(炭化物付着 並 530,872 網代底・外面籾痕

G-14 V 甕 にぶい黄橙 頁火 ～火 日
r岸ル 物 付 善 、

ヨコKoN N(炭化物付着 並

F-15 V 甕 にぶい黄橙 淡黄 ナナメN N 並 648

F-12 I 甕 明褐灰 褐灰
(炭イヒ物付着)

N ヨ コN 並 底面木葉圧痕

F-12 V 甕 赤橙
褐灰
(岸イに物付着 )

タテN N

G-14 V 1ヽ形甕 浅赤橙 黒褐
ζ岸イヒ物付着ヽ N N 並

F-12 V lヽ形甕 明褐灰 にぶゞヽ`オ登 N N 並

V 鉢(?) 黒(ス ス付着) にぶい黄橙 N ヨ コN 並

G14 V 鉢
明褐灰
(ス ス付着)

にぶ い橙 N ヨコ・ナナメM

F-12 V 鉢 にぶい黄橙 t黄褐
,ル物 4.l善ヽ

ヨコN ヨコN 並 837

G-14 V 鉢
にぶい黄橙
ζススな陽旨ヽ にぶい黄橙 ヨコN ヨコTN 並 542

G-14 V 鉢 にぶい黄橙 N 並

G-14 V 鉢 橙(ス ス付着) 橙(炭化物付着 NeK ヨコX/1 並 477

E-12 V 鉢 にぶい黄橙 にぶい黄橙 N ヨコN/1 並 編布圧痕

E-12 V 鉢
上 :褐灰
下 :浅昔精

上 :にぶし寧證 ヨコNOK ヨコTN 並

F-12 V 鉢
にぶい買橙
(ス スイ寸着) 灰 ヨコNoK ヨコTN 並

‐４

‐２

Ｇ

Ｆ
V 鉢

」L:隊 上 :にぶい黄橙 ヨコNeK ヨコNI 並 557,790

F-12 V 鉢 灰黄褐 にぶい黄橙 ヨコN・ K ヨコTN 並

F-12 V 鉢 黒褐(ス ス付着 明黄褐 ヨコNoK ヨコ 4ヽ 並

F-12 I 鉢 明褐灰 明褐灰

`岸

イ́物付着ヽ
ヨ コK ヨコN 並

F-12 V 鉢 に遮ゞいオ登 に 遮ゞ い 1登 ヨコN ナナメN 並

G-5 V 鉢 におゞい1登 にぶゞいオ登 ヨコN ヨコNI 並 1150

D-5 V 鉢 暗褐(ス ス付着 黒(炭化物付着 ヨコN ヨコA/1 並

F-12 I 鉢
にぶい貢橙
(ス ス付着)

にぶい黄橙 ヨコN TN 並

122a F-12 Ⅳ 鉢
明褐 灰

`ス

ス付陽欝ヽ 灰褐 ヨコN ヨコX/1 並 727,822

122b F-12 I 鉢
明褐灰
(ス ス付着 ) 灰褐 ヨ コN ヨコNI 並

123a G-14 V 鉢 にぶい黄橙 灰黄 ヨ コK N 並 575 編 石 l■恨
ョ コ6太 /

123b G-14 V 鉢 にぶい黄橙 浅黄橙 ヨコK N 並
濡ml玉張可ョコ54/cl
タテ1 5cm

123c G-14 V 鉢 にぶい黄橙 並 蝙

123d G14 V 鉢 にぶい黄橙 にぶい黄橙 TN 並 骰

124a G-14 V 鉢 褐 に遮ゞいお登 N 並
耐 ヨコ4A/cI
タテ1.2・ 2 5cm

124b G-14 V 鉢 にぶい黄橙 褐灰 N 並 漑

F-11 V 鉢 淡黄 灰黄 M 並 1045 偏布
凋引霙ヨコ7イ /ヽ/cI
夕うη4・ l crn

F-12 V 鉢 浅黄 灰黄 N 並
鰈
ヨコ6本ん m

E-12 V 鉢 灰黄褐 並
耐 日夏ヨコ54,/cr
タテ1 3cm

F-12 IV 鉢 にぶい黄橙 並
希剛 猥
ョコ5メし/■m
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表 4 土器観察表
“

)

図番号 出土区 遺構。層 器種
色 調 調 整 胎土・

混和材
止
号
取
番 備 考

外 内 外 内

D-13 V 鉢 褐灰(ス ス付着 K 並 編布圧痕

F-15 V 鉢 浅黄 淡黄 TN 並 626 編 布 l■恨
ヨコ7木 /mク テ1 3on

F-15 V 鉢 に 遮ゞ ヽ` 1登 にぶい黄橙 N 並
編布圧痕
ョコ9太 /OF

D-14 V 鉢 淡黄 灰黄 N 並
編布圧痕
ヨコ7本 /mタ テ16∽

G-14 V 鉢 灰白 にぶい黄橙 K M 並 562 編 布 l■浪
ョコ5水 /rmク テ1 2rm

134a E-12 V 鉢 にぶい黄橙 K 並 858 編布圧痕

134b E-12 V 鉢 にぶい黄橙 ヨコK 並 731,732 編布圧痕

F・ G
10・ 11

Ⅳ 鉢 橙 N 並 編布圧痕

F-12 Ⅳ 鉢 橙 並 網目圧痕 ?

G-15 V 鉢 にぶい黄橙 におゞヽヽ相登 TN 粗 平織+網目

138a E-12F-12 V 鉢
にぶい褐 にぶい黄橙 ヨコN ヨコN 並 F20,854 平織圧痕

138b F-12 V 鉢 にぶい橙 浅黄 ヨ コN ヨコN 並 平織圧痕

139a G-13 V 鉢 にぶい橙 N 並 平織圧痕

139b F-12 Ⅳ 鉢 にぶい黄橙 並 平織圧痕

E-12 I 鉢 にぶい黄橙 褐灰 M 並 平織圧痕

141a F-5 V 鉢
に3ゞ い頂

`ス

スイ寸 褐灰 N N 並 木葉圧痕

141b D-5 V 鉢
にぶい黄橙
(ス ス付着 ) 褐灰 N N 並 木葉圧痕

F-4 V 鉢 にぶい黄橙 にぶい黄橙 N TN 並 573 木葉」t痕

-5F― ⅣoV 鉢 橙 褐灰 N N 並 木葉圧痕

F-5 Ⅳ 鉢 にぶい黄橙 灰黄 N N 並 木葉圧痕

F-5 Ⅳ 鉢 にぶい黄橙 褐灰 N TN 並 木葉圧痕

H-5 V 鉢 にぶゞヽ`1登 N 並 木葉圧痕

G-10 V 精製鋼 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ヨコNI ヨコN

E-12 V 精製鋼 灰褐 浅黄橙 ヨコX/1 N

G-14 V 精製釧 浅黄橙 にぶい橙 ヨ コ lvI ヨコTN 並

E-5 V 精製錫 灰白。褐灰 褐灰 ヨコTN ヨコTN 丹塗

F-12 Ⅳ 精製鉢 にぶい黄橙 橙 ヨ コN ヨコN 並

F-12 Ⅳ 精製鉢 にぶい黄橙 淡黄 TN N

F・ G V 精製鉢
にぶい橙 明褐灰 ヨコN N 並 丹塗

G-5 V 精製鉢 にぶい黄橙 淡黄 ヨコTN ヨコ■lN 221 丹塗

155 G-5 V 精製鉢
にぶい橙
(ス ス付着 ) 淡黄 ヨコⅣl ヨコN 1258

D-13 V 精製鉢 にぶい橙 にぶい1登 ヨコN ヨコTN 並 米混入?

F-12 V 精製鉢 橙 淡黄 ヨコNex/1 ヨ コN 701,106( 波状口縁方形浅鉢?

F-12 I 精製針 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ヨコTN ヨコTN 並

E-12 I 精製鉢 にぶゞい1登 にぶい黄橙 ヨコTN ヨコM 並 843,844

E-13 V 精製鉢 灰褐
～にぶい褐
(ス ス付瑳い 淡黄 N ヨコN 並 791,381 丹塗

G-14 V 精製鋼
上 :に ぶい橙
ζススⅢ持旨ヽ 灰白

上:ヨコのちナナメM
下半 :タテx/1

ヨコル1 並

D-13 V 精製鋼 灰黄褐
(ス ス付着) 灰黄褐 ヨコA/1 ヨコN 並

F-12 V 精製鋼 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ヨコTN ヨコX/1

G-14 V 精製鋼 にぶい黄褐 黄褐 ヨ コM ヨコTN 並

F-12 V 精製鋼 浅黄橙 浅黄橙
r静ィ′物 F.l着ゝ

ヨコTN ヨコN
F-12 V 精製鋼 褐灰

(岸イヒ物付着 ) 淡黄 ヨコN N 並 340,1024

F-12 V 精製鋼 淡黄 にぶい黄橙 タテN TN 1065

F-12 V 精製鋼 にぶヾい橙 明褐灰 N ヨ コN 並

F-4 V 精製鋼 灰白 灰 白 N N

F-12 I 精製鋼 にぶい黄橙 灰
N N

F-12 Ⅳ 精製鉢 橙 にぶい黄橙 ヨコTN N 並
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表 5 土器観察表 (5)
図番号 出土区 遺構・層 器種

色 調 調 整 胎土。

,日禾]材
上
号
取
番 備 考

外 内 外 内

F・ G
10。 11

Ⅳ 精製鋼 にぶい黄橙 ヨコN 並

E-12 V 鉢 橙 灰黄 ナナメN N 並
円 lEl籾 恨
7mm× 4mm

E-12 V 精製針 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ヨコN ヨコN 米混入

F-12 V 精製釧 にぶい黄橙 ヨ コN 外面籾痕
7 5mm× 4mm

F-12 I 精製釧 に3ゞい1登 にぶい黄橙 ヨコN ヨコN 米混人 3点
4 5mm× 3mm

177a G-14 V 浅黄橙 淡黄 ヨコ・ナナメM 上下
ヨコTN 499,531

丹塗

177b D-5 V 士里 淡黄 灰白 ヨコ lvl ヨコN 丹塗

G-13 V |こ 遮ゞ い 1登 明褐灰 ヨコM N 丹塗

G-5 V にぶい黄橙 浅黄橙 ヨコ3/1 ヨコN 丹塗

180a G-13 V 淡黄 灰黄 ヨコA/1
上
下
ヨコN
ヨコK 丹塗

180b F-11 V にぶい橙 灰白 ヨコM 上 :ヨ コN
下 :ョ コK 1051 丹塗

181a F-14 V にぶい黄橙 にぶい黄橙 ヨコ /ゝ1 N 丹塗

181b G-13 V 士亜 にぶい黄橙 ヨコh/1 丹塗

181c G-13 V にぶい黄橙 にぶい黄橙 タテM N 丹塗

G-13 V 灰黄褐 灰黄褐 ヨ コM N 丹塗

183a F・ G V 一霊 淡黄 淡黄 N N 丹塗

183b G-14 V 淡 黄 淡黄 ナナメA/1
上
下 丹塗

183c D― 14 にぶゞい1登
ヨ コM

丹塗

184a G-14 I 士霊 にぶい黄橙 浅黄 ヨコM ヨコ・ナナメM 丹塗

184b E-12 V にぶい黄橙 浅黄 ヨコA/1 ユビオサエ 丹塗

G-14 V にぶい黄橙 にぶい橙 ヨコ /ヽ1 ヨコN 丹塗 上下逆?
G-13 V にぶい黄橙 にぶい橙

上
下

Ｎ

Ｎ

コ

一プ

上 :ヨ コN
下 :tJの ちN 並

F-12 V 士霊 灰黄 黄灰 ナナメlvI ヨコN

G-14 V 彙霊 灰白 ナナメK 並

189a F-12 V 台付鉢 浅黄橙 にぶい黄橙 N N 丹塗

189b F-12 V 台付鉢 におゞい橙 にぶい黄橙 ヨコN N

190a F-15 V 台付鉢 灰黄褐
(ス ス付着)

にぶい黄橙 ヨコN ヨコN
654,658
661,662
663
丹塗。黒塗

190b E-13 V 台付鉢
にぶい黄橙

灰 ヨコN ヨコⅣI 357

190c G-11 V 台付鉢 浅黄橙 淡黄 ヨコN ヨコTN

190d F-12 V 台付鉢 にぶい黄橙 浅黄橙 N ナナメN

D-5 V 青製鉢1 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ヨコンI ヨコTN 丹塗

F-12 V 精製鉢 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ヨコN ヨコN 並

F-12 Ⅳ 台付鉢 にぶい黄橙 灰黄褐 タテN ヨコN

F-11 V 高不 にぶゞいオ登 に遮ゞヽ`お登 タテM N 1055

G-14 V 高外 ? にぶい橙 にぶい橙 TN N 粗
484,905
488

F-12 V 高不 ? 黄灰 にぶい褐 ヨコN N 並

G-13 V 高不? にぶい橙 浅黄橙 ヨ コM ヨコh/1

E-5 V 浅黄橙 灰白 ヨ コM ヨコN 1110 丹塗

199a F-11 V 鉢 ? 淡橙。灰黄 にぶい橙・灰黄 ヨコX/1 ヨコTN 並 1046

199b E-13 V 鉢 に遮ヾい1登 灰黄褐 ヨコA/1 ナナメN 並 383

‐
15・ G‐ 1

F-12 V 青駆導本 浅黄～にぶい橙 浅黄 ヨコN ヨコN 並 682,1049

F-12 V にぶい橙 浅黄橙 ヨコN ヨコN 並 1061

H-6 V 甕 灰黄 灰黄 ヨコエ具M ヨコのち
並 310,315

202b G-6 V 甕 灰黄
にぶい黄橙
(ス スな:夕争ヽ

ヨコエ具M ヨコのち 並

G-5 V 甕 灰 灰褐 タテエ具M N 並

G-7 V 甕 にぶい黄褐 褐 ヨコエ具N/1
Ｌ

下

ヨコ「_具 N 粗

E-5 V 甕 暗褐 にぶい褐 ヨコN ヨコN 粗
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表 6 土器観察表 (6)
図番号 出土区 遺構。層 器種

色 調 調 幣 胎 土
。

混和材

上

号
収
番 備 考

外 内 外 内

G-5 V 甕 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ヨコエ具M ヨコエ具M 並

G-5 V 甕 黒褐(ス ス付着 にぶい黄橙 ヨコエ具M ナナメエ具Ⅳ 並 1244

G-13 V 甕 黒(ス ス付着) にぶい赤褐 ナナメエ具N ヨコエ具M 並

G-13 V 甕
|こぶ い 1登
(ス ス付 着 ) 燈(炭化物付着 タテエ具M ヨコTN 並 936,1172

H-5 V 甕 掲灰(ス ス付着 褐灰 ヨコエ具M N 並

G-5 I・ V 甕 褐灰(ス ス付雹 にぶい黄褐 ヨコエ具M N 並 192,262

G-4 V 甕 黄灰 浅黄 ヨコエ具M N 粗

H-5 V 甕
残東 覆

`ス

ス仕勝諄ヽ 浅黄橙 N N 並

G-5 V 甕
に
`ヾ

い1喝
(ス スト惰彗) 暗褐 ヨコエ具M ヨコエ具M 粗 265,1143

H-6 V 甕 明褐(ス ス付着 明褐 ヨコTN タテエ具M 並

G-5 V 甕 にぶい黄橙 にぶヾいネ局 ヨコエ具M N 粗

F-4 V 甕 灰 暗灰黄
ヨコN
ナナメT卦 ヨコN 並

E-5 I 甕 暗灰黄 にぶい黄橙 ■1:ヨ コ■影肇ヽ 4 ヨコN 並

G-4 V 甕 黒褐 (ス ス付着) 灰褐 TN タテエ具M 粗 171

G-10 V 甕 浅黄 浅黄 タテN N 並 1023

G-5 V 甕 にぶい黄橙 灰黄 ヨコエ具N N 並 1154

222 H-5 V 甕 に 遮ゞ い橙
黒褐

(炭イヒ物付着)
タテH
r9太 /rm、 N 並

ハケメエ具

223 E-5 V 甕 明褐灰 褐灰
(岸イヒ物付着 )

ナナメH N 並

G-5 V 甕
にぶい橙 にぶい黄橙

上 :ヨ コエ則 vl タテエ具M 並 1263

225a D-5 V 甕
にぶい
rス スFNI 褐 ヨコエ具M ヨコN 粗 口縁突帯不明瞭

225b D-5 V 甕 褐灰(ス ス付着 灰黄褐 ヨコエ具M ヨコエ具M 粗

226 E‐ 5,F‐ 5 V 甕
にぶい褐 に遮ゞいネ局 「

:ヨ コ」

“

具ヽ/1
下 .タテTttυ l ヨコエ具M 並

33,105,11

296989

E-5 V 甕 褐灰(ス ス付着 褐灰 ナナメエ具Ⅳナナメエ具ヽ 粗

228 D-5 V 甕 暗褐(ス ス付着 灰褐 ヨコエ具M N 並

229 G-10 V 甕 褐灰(ス ス付着| 灰褐 ヨコエ具M N 並 1161

D-5 V 甕
にぶい
(ス スイ寸 に遮ゞいネ局 ヨコエ具M N 並

G-5 V 甕 灰(ス ス付着) 灰黄 ヨコエ具M N 並 1255

G-5 V 甕 黒褐(ス ス付着 黒褐 ヨコエ具M タテエ具M 粗 1250

E-4 V 甕 黒褐 暗褐 TN タテエ具M 並

D-5 V 甕
にぶい黄橙
ζスス付善ヽ 黒褐 タテエ具M タテエ具M 並 21.52

G-5 V 甕 暗褐(ス ス付着 橙 N TN 並 292

G-5 V 甕 暗褐 褐灰・浅黄 工具N N 並

H-6 V 甕 に 遮ゞ い褐 褐灰(炭化物付着 N N 並

D-5 V 鉢 にぶい橙 にぶい黄橙
ち

Ｎ
の
具
メ
Ｔ

ナ

コ
ヨコエ具N 並

G-7 I にぶい橙 灰黄 N N 粗 全体的に摩滅

D-5 V にぶい橙 橙 N N 並

D-13 V 橙 橙 ヨコN N 並

G-4 V 明褐 明褐 ヨコTN ヨコN 並

G-4・ 5
H-5 V 士霊 に 広ゞ い橙 橙 ヨコンI ヨコA/1 並

158,175

G-13 V 灰黄褐 にぶい黄橙 ヨコN N

245a 表 採 にぶい黄褐 にぶゞい1登 ヨコⅣI TN 並

245b G-14 V にぶい橙 にぶい黄褐 ヨコⅣl TN 並

246a D-5 V 士霊 橙 灰 N N 並

246b G-4 V 養笠 にぶい黄橙 灰 N N 並

G-5 V 橙 にぶい黄橙 ヨコTN TN 並

F-4 V 橙 橙 ヨコN N 並

G-5 V 浅黄橙 浅黄橙 TN ヨコA/1 並 1153 沈線。11状文
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表 7 土器観察表 (7)
図番号 出土区 遺構。層 器種

色 調 調 整 胎土。

混和材
上
号
取
番 備 考

外 内 外 内

F-5 V 士笠 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ヨコN/1 N

D-15 V に8ゞ ヽヽオ登 にあゞいお饉 ヨコン1 N 並 1069

G-5 V にぶい黄橙 にぶい黄橙 ヨコTN ヨ コM 並

253 F-5 V 士
霊
上 :に ぶい橙
下 :灰 淡黄

Ｍ
Ｍ
テ
コ

上
下

TN 並

1ト レンチ V 甕 灰褐(ス ス付着 にぶゞいオ登 ヨ コN N 並・ウンモ

G-5 Ⅳ 甕 灰褐(ス ス付着 に遮ゞい利島 ヨコTN 並

256 F-4 V 甕 黄橙 黄橙 ヨ コN ヨコN 粗
試掘
1ト レ

D-5 V 甕 にぶい橙 にぶい橙 TN TN 並

H-5 V 甕 にぶい橙 浅黄 ヨコN N 並

F-507 I 甕
にぶい褐
(ス スイ寸着)

に 遮ゞ い 1登 Hのちナデ Hの ち工具N 並・ウンモ 98,108

H-5 V 甕
|こ ぶゞい
(ス スホl にぶゞい1登 N N 並。ウンモ

D-5 V 甕
い

付

ぶ

ス

に

ス 橙 ヨコN N ffi",t vx

D-14 V 甕 に遮ゞいネ局 に 遮ゞ い 1登 ヨコN N 並・ウンモ

263 F-15 V 甕 にぶゞい1登 にぶい橙 ヨコN N 並・ウンモ

H-5 V 甕 に8ゞ ヽヽネ局 灰褐 ヨコN N 並・ウンモ

D-13 Ⅳ 甕 に遮ゞいネ局 ヨコN ffi.'tt vt
G-5 V 甕

にぶい褐
ζスス付着ゝ 橙 ヨ コN N 並。ウンモ

H-6 V 甕 灰褐(ス ス付着 にぶゞい利島 ヨ コN N 並・ウンモ

268 表 採 甕 灰白(ス ス付着 浅黄橙 ヨ コN N 並

D-5 Ⅳ 甕 にぶヾい橙 に遮ゞヽ`1登 ヨ コN ヨコN 並

D-14 Ⅳ 甕 に遮ヾヽ`ネ島 に 遮ゞ い 1喝 ヨ コN ヨコN ifi^'t v x

DoE-13 V 甕
にぶゞいお饉
(ス スト腸旨) |こ おゞい1登 N Hの ちN 並 358,392

272 G-15 V に 遮ゞ ヽ` 1登 橙 ヨコTN ヨコN 粗

D-5 V 士霊 にぶい黄褐 に 遮ゞ い 1登 ヨコTN ヨコTN 粗

IV 浅黄橙 淡黄 N N

D-5 Ⅳ 上自市甕黒褐(ス ス付着) におゞいネ局 ナナメN -t':3:NT:=:K 並

G-5 Ⅳ
忠
付
須
台 灰 黄灰 ロクロN ロクロN 極 細 1272

F・ G-10 Ⅳ
須恵「
台付手 灰 灰白 n, f,Nl ロクロN 極細

E-4 Ⅳ
土
台 にぶい黄橙 にぶい黄橙 クロTN ロクロTN 1111

282 G-5 Ⅳ
土 l101器
琢 浅黄橙 浅黄橙 ロクロN n, nNT 底部糸切り

板状圧痕

E-5 Ⅳ
土BT器
杯 浅黄橙 淡黄 ロクロN ロクEI N

F-5 Ⅳ
土 H中器
琢 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ヨコNl ヨコNI

D-5 IV
土 Blll器
林 浅黄 浅黄橙 ロクロN ロクロN

286 D-5 Ⅳ
上 H中益
41ヽ皿
にぶい黄橙 浅黄 ロクロN n, n\T 1096 底部ヘラ切り

287 E-5 I ノ|ヽ「 n
灰白 淡白。淡橙 ロクロN ロクロN 底部糸切り

D-5 I
主 1111'器

淡黄 淡黄 ロクロN ロクロN 底 部 糸切 り
締 拌 ll痛
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第 4章  植物珪酸体分析

イネ科栽培植物の検討を目的として、調査最終段階の平成 4年 3月 11日 に、宮崎大学農学部農作

業管理学研究室の藤原宏志教授に依頼 し、土層の遺存状態が比較的良好な調査区南側の 2地点 (A・

B地点)を選んで土壌採取を実施した。その後、採取 した土壌の植物珪酸体分析結果については藤

原教授から以下のデータが報告され、次のようなコメントもなされた。

藤原教授による分析結果に関する菫メン ト

1.A、 B両地点とも I層～V層でイネが検出された。A地点ではV層でもイネが検出されてい

る。V層 は縄文時代晩期遺物の包含層であり、検出されたイネの量からみて、これらの地点

でイネが生産されていた可能性が高いと判断される。

2.両地点ともヨシは検出されず、タケおよびススキが多量に検出された。このことは、当該遺
跡が比較的乾燥 した環境下で堆積 したことを示 している。また、Va層、Vb層は自然地形
に対応 した、緩やかな傾斜面である。これらの状況を勘案すると、ここでの稲作は水田作で

はなく、畑作系譜の稲作を想定するのが自然であろう。

3.両地点ともⅥ層 (御池軽石)を除く各層からキビ族植物が多量に検出される。同族にはアワ、
ヒエをはじめ多くの雑穀類が含まれており、それらの畑作物が、イネとともに、ここで生産

された可能性のあることを示 している。

表 8 A地 点プラント。オパール定量分析結果
sampling b10Ck[Al
sampling date(3/11'92)   

植物体乾重 (t/10a.cm)

属名l①屯iiD ιicr gぢ れPttiナ ル爵僚里1)8hr曜ら れ観けみごん翼弯
r i 2.666
[ i 1.287

N i 0.502

Va-1 i 1.077
Y a-2 i 0.000

vb-1i 0.552

vb-2 i 0.526

u-i i 0.000

Yr-z i O.OOO'W : 0.000

Ⅲ     1     0.429

1V   i    O.891
Va   1     1.264

Vb   1     0.000

VI―-1  1      0.000

Ⅵ-21  0.000

0.934

0f451

0.176

0.377

0.000

0.193

0 184

7.375

13.351

12.511

15.640

14.367

11.443

2.184

3.349

6.062

5.681

7.102

6.524

5.196

0.992

0.708

0.000

4.259

2.422

24.350

8.932

4.082

0.731

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

0.000

1.668

5.043

3.938

3.077

1.484

1.216

1.548

1.839

0.317

0.118

0.750

1.900

2.967

7.267

4.563

1.279

0.773        0.888

0.000        1.558

0.000

0.000

0.150

0.312

0.000

0.000

0.000

0.307

0.000

0.792

0.000

表 9 B地 点プラント・オパール定量分析結果
sampling b10Ck[Al
sampling date(3/11′ 92)   

植 物 体 乾 重 (t/10a.cm)

属名
|(工iiD ιicr/1Pttiず ふ爵修鷺)8hmあ 亀織マ乙I乙鷲

I     1     0.520        0.182       19.436        8.826        0.000        3.909        3.073

5.334

53.622

0.443       19.669

0.000

9.379

8.990

1.609

0.000
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図31 A地点プラント・オパール定量分析結果

- Estimation of plant products
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図32 B地点プラント0オパール定量分析結果
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第 5

1.V層 出土遺物の位置付け

今回の調査は道路建設予定地の狭い範囲に限定されたため遺構群を面的にとらえることはできな

かったが、包含層、特にV層の縄文時代晩期～弥生時代前期の遺物の発見はこれまで資料不足によ

り不明瞭であった東南部九州地域の当該嬢の様相を明らかにするための手がかりとなりうるもので

あった。ここではそういった質。量において卓越 したV層出土遺物を中心に検討を加えたい。

1)土  器

第 3章においてV層出土土器を 5群に分類した。その中で、第 1群と第 2群を縄文時代に、第 4

群と第 5群を弥生時代にそれぞれおおまかな位置付を示し、第 3群につていはあえてその時期を示

さなかった。そこで以下、各群について再度より踏みこんで検討 してみよう。

第 1群土器は深鉢の器面調整に研磨が認められる点や外面にみられる凹線文から縄文時代後期後

葉の三万田式上器に並行するものと考えられ、鹿児島県末吉町中岳洞穴出土土器を標式とする中岳

式上器
働に相当する。

第 2群土器は深鉢の口縁部肥厚や浅鉢の形態から縄文時代晩期前半に位置付けられ、宮崎市松添

貝塚出土土器を標式とする松添式土器°に該当する。

第 3群土器はいわゆる突帯文土器様式 (あ るいは凸帯文系土器様式0)に該当する。同様式の中

の甕については近年の各地域の編年研究の進展によって細かい変遷がとらえられ、縄文時代晩期後

半から弥生時代前期にかけてかなり長期間存続していることが明かとなりつつある0が、本遺跡の

上器群はそのような時代の過渡期にどう位置付けられるのであろうか。

まず、第 3群土器の特徴を以下にまとめてみよう。

甕はおおむね二条突帯で、突帯刻目は指頭刻み手法が60%を 占め、全体的に粗t咳Jみが主であり、

一部に77～82の ような細めの工具亥じみが認められるが、この差異は時期差を示すものではないと考

えている。器面調整はナデが主体的である。鉢には精製と粗製があり、精製鉢は口縁部と胴部に突

帯の貼り付けられたものがあり、浅鉢は外面の口縁 。肩部に沈線をもつものと反転した□縁端部に

突帯をもつものがある。これらの精製器種には丹塗りされたものがある。また、ここでは粗製に含

めたが、刻目突帯をもつ半精製半粗製の組織痕土器が伴っている。壷は丹塗り研磨されたものとそ

うでないものとがあるが、前者が圧倒的に多く、法量には大小が認められる。また、肩部や口縁部

に突帯を貼り付ける特徴的な手法が存在する。高杯は波状口縁で、上面観が方形を呈 し、口唇部が

沈線や貼り付け文で飾 られる他、外面にも沈線が施され、丹塗りされたものがある。これらは先述

したように、亥J目突帯文甕を中心として出上分布等からセットとなる器種を抽出したものであり、

器種ごとの胎土や器面調整などからほぼ同一時期の所産と考えているが、今後、他の遺跡において

良好な一括資料が発見されれば細分される可能性もある。

次に、類似資料を周辺遺跡に求めてみる。甕の突帯刻目に指頭刻みが多いという傾向は宮崎県え

びの市桑田遺跡°や鹿児島県末吉町上中段遺跡
働で認められる。また、肩部に突帯をもつ壷 (177,

括章  総
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178,179,186)の類例は鹿児島県末吉町楠木岡遺跡
翻0上中段遺跡・鹿屋市榎本原遺跡

.0で発見され

ている。さらに、高琢 (189,190)な ど特殊な器種の口縁部に貼り付け文や沈線文の施された例は

前掲の楠木岡遺跡でもみられ。つまりここにあげた宮崎県西南部および鹿児島県の大隅半島北部の

遺跡から出土 した土器とはかなり類似しているといえる。

これに対 し、宮崎市平畑遺跡SA54n〕ゃ東郷町下水流遺跡・
力では当遺跡において見出だせない肩部

突帯を欠く貝殻条痕の甕が出上している。また、都城市に隣接する高城町城ケ尾遺跡
傷3で はすべて

の甕の口縁部突帯は口縁端部より下がるもので、口縁部にヒレ状突起をもち、日縁部突帯下に孔列

文のある刻目突帯文土器も含まれている。平畑遺跡や下水流遺跡出上の甕は夜臼 I式に並行とされ

る大分県の下黒野式に類似すると指摘されている
.0が
、これらの遺跡の甕は当遺跡のそれと様相が

異なるし、壺も検出されていない。

さて、甕の口縁部突帯の貼り付け位置と形の違いが編年に有効であるという見方があるが、福岡

市板付遺跡の出土資料について検討 した山崎純男は古段階 (夜臼 I式)では突帯が口縁端より下が

るものが約 7割を占めるのに対し、板付 I式と共伴する新段階 (夜臼Ⅱb式)で は約 3～ 1割 に減

少するという傾向を指摘している
的。当遺跡の甕の口縁部突帯を確認できたもの30点 中、日縁端部

より下がるものは 8点 (26.6%)で、日縁端に接するものは22点 (73.4%)であった。 この比率を

みる限り、福岡平野部における比較的新 しい様相をもつ突帯文土器 (山崎の夜日Ⅱb式)に比定さ

れる。 しかし一方で福岡平野部の同段階には突帯が口縁端におおいかぶさるカマボコ形断面のもの

が10%以上の割合を占めるのに対 し、当遺跡ではそのようなタイプは一点も認められず、一概に新

しく位置付けられないようである。

田中良之は突帯文土器様式 (夜臼式)の変遷過程について、「菜畑遺跡をはじめとする層位的調

査例や一括資料をみると、 1条刻目突帯紋甕の比率が大から小へ、日縁端を強調 した浅鉢から単純

な反転口縁浅鉢へ、それに伴って高琢 (台付浅鉢)が増加 し丹塗りの浅鉢が減少 して浅鉢の粗製化

も進行する、甕のEl縁部突帯が口縁端から下がった位置につくタイプ主体から口縁端につくタイプ

主体への移行、無突帯無紋の伝統的粗製深鉢 (甕)の比率がしだいに小さくなる、などの古 0新の

傾向は指摘される。」と述べつつ、「 これらはあくまでも漸移的に連続する傾向であり、属性の存否

によって区切 られることはない」ことと各属性ごとに地域差も考慮すべきことなどを注意点として

あげている。0。 このように、突帯文土器様式の編年に際しては総合的な観点が必要とされよう。

本土器群は、浅鉢の外面に沈 (凹)線をもつものが含まれることや、晩期後半から受け継がれた

組織痕土器を確実に伴うこと、波状口縁の装飾高琢が含まれるなど古い様相が看取されることから、

とりあえず縄文時代晩期末・「突帯文土器単純期」の所産としておくが、板付 I式甕 (如意形口縁

甕)を見出せない本遺跡において、その点に関しての詳細な言及は不可能である。ちなみに、先述

した下黒野式並行期の平畑遺跡・下水流遺跡出土土器や古相を示す甕を含む城ケ尾遺跡出土土器に

先行する可能性は少ないものと考える。

また、口縁部に突帯をもつ浅鉢、肩部に突帯をもつ壺の存在、沈線文・貼り付け文で飾られた高

琢などは大淀川上流域の地域色としてとらえられる。一方で、甕の突帯刺突刻み (指頭刻み)の卓

越や器面調整技法は、藤尾慎一郎が上中段遺跡出土土器等について指摘した
‖ηように西部九州と共
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通しており、組織痕土器の存在も有明海沿岸部の組成と似通っている。

器種組成についてみると、総数162点のうち、甕72点 (44.4%)、 壺12点 (7.4%)、 精製鉢29点

(18%, うち浅鉢22点 014%)、 粗製鉢36点 (22.2%, うち組織痕30点 019%)、 高琢 7点 (4.3%)、

その他 6点 (3.7%)と なっている。煮沸容器である甕の割合が半数以下となっているが、約 2割

を占める粗製鉢 (組織痕土器)に はススや炭化物が付着しており、煮沸用途が想定され、このよう

な晩期前半以来の器種が甕の割合にくいこんでいるためと思われる。壺の割合についてみると、板

付遺跡G-7a。 7b 調査区下層 (夜臼 I式期)の約40%uDを はるかに下まわるものの、佐賀県

唐津市菜畑遺跡12・ 13層 (山 ノ寺式期)の約10%側 に見劣りするものではない。一方で、浅鉢は15

%以下であり、かなり低 くおさえられている。

第 4群土器は特徴的な粗いミガキ調整の施された突帯文甕を中心とした土器群である。第 3章で

は大枠で弥生時代前期ととらえたが、これらの上器群にはある程度の時間幅が認められそうである。

以下詳細にみてみよう。

甕についてみると、同じような土器群が当遺跡とは川を挟んで対岸にある大岩田村ノ前遺跡にお

いて遺構SC2と包含層から出土 している。筆者は同報文中において、突帯上に刻みのあるものとな

いものが同一遺構内から出土 したことと胎± 0色調 0調整技法が共通することなどからほぼ同一時期

のセットととらえ、共伴するとみなした「亀の甲タイプ」甕 (図 33の 3)か ら弥生前期後半という

位置付けを示 した
の。また、粗いミガキによる甕の器面調整技法を都城盆地の地域色と考えた。一

方、東和幸は大隅半島の鹿児島県根占町貫見原遺跡
αD出土土器を検討 し、 5ト レンチの 9層 (下

層)か ら如意形口縁の甕 (板付系)、 刻目突帯文甕、頸部と胴部の境に段 。沈線文をもつ壺が出土

し、 8層 (上層)か ら刻目突帯文甕と無刻目突帯文甕が出上 したことから、無亥J目突帯文甕を後出

すると考え、下層土器を前期の古段階に、上層土器を前期の新段階に位置付けている②。さらに、

無刻目突帯文甕には口縁部と胴部の突帯をつなぐ縦位の突帯が施されるという特徴も指摘している。

ちなみに、同遺跡で出上 した甕は如意形口縁のものを除くとすべて上記のミガキ調整が施されてお

り、大岩田村ノ前遺跡や当遺跡のものと共通 している。 したがってこのような調整技法は都城盆地

だけでなく、さらに南の大隅半島においても採用されていた可能性がある。

当遺跡の202・ 208な どは器面調整を除外して考えると第 3群土器の77～ 82か らの系譜を引くもの

と思われ、前掲の貫見原遺跡の 9層出上の刻目突帯文甕に類似しており、前期古段階に位置付けら

れる。一方、214は 口縁部突帯が口縁端に覆いかぶさるように貼り付けられ、胴部突帯はそれより

やや小さく、刻目も細かい。このような特徴は前掲の大岩田村ノ前遺跡出上の「亀の甲タイプ」に

類似 し、前期後半に位置付けられよう。また、224～ 233の無亥1目突帯文甕は前掲の貫見原遺跡の 8

層出土土器に類似 しており、東の編年観に従えば、前期の新段階に相当する。また、口縁端より下

がる位置に凸帯をもつ甕 (203～ 205)の存在は大分県における板付Ⅱ式並行期の下城式土器の甕に

通じるものがある。さらに、おそらく宮崎平野部以北 (高鍋町水谷原遺跡。めに類例がある)か ら

の移入土器と思われる繊細な刻目を口唇端部にもつ236も この段階に属するものであろう。

なお、器面調整にハケメをみる土器 (217,221～ 223)が少量見出だされている。当地域において

ハケメ技法が確実に定着するのは宮崎県高崎町今村遺跡出土土器。)の 段階であり、おおむね中期
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初頭と考えているが、当遺跡のものについては□縁部突帯の形状を考慮して前期末に位置付けてお

く。

壷は断片的ながら十数点の破片資料が出土 している。単純口縁のもの、日縁部が肥厚するもの、

沈線文をもつもの、頸部と胴部の境に突帯をもつものなどがあるが、確実に前期の古段階といえる

ものはなく、全体的に前期新段階の色合いが濃い。なお、243を 除いた肩部に沈線をもつタイプは

全体像が不明であるため中期初頭に下がる可能性も否定できない。

さて、竪穴住居跡の覆土中において肩部に刻目突帯をもつもの(3)が ナデ調整の口縁部二条突帯甕

(1)と 共伴 しているが、同タイプの壺は先述 した特徴的な器面調整技法の甕とはセットをなすもので

はないと思われる。とりあえずこのような竪穴住居出土土器を指標として前期末に位置付けておく。

そうなると、粗いミガキ調整の施された甕とセットになる壺は胎土 。色調等から243な どの限 られ

たものとなる。

第 5群土器は弥生時代中期に比定した上器群である。

254～ 257の 甕は前掲の今村遺跡出土土器に類似 している。254は 口縁突帯に比べ口縁下突帯は極

端に小さくなり、胎土にはキンウンモの混入が認められる。こういった特徴は竪穴住居出土の甕に

比べ新 しいと考えられ、中期初頭に位置付けられる。

他方、269を 除いた259～ 271は 口縁部突帯の先端を強くヨコナデすることによって「 M」 字状の

断面形態をつくりだす甕で、胴部に丁寧にヨコナデされた断面三角形の突帯がめぐらされる。 261

のように口縁部突帯が垂れ下がり気味のものや270の ように若干立ち上がったものもある。甕の多

くは胎土にキンウンモを含んでおり、当地域から大隅半島にかけての共通点となっている。セット

となる壺は272～ 274の ように頸部から口縁部にかけて極端に外反し、その先端は強くヨコナデされ、

凹線状にくばんでいる。日縁部を欠くものの、土坑内から出土 した 4は この段階の壷であり、肩部

の突帯文の下に縦方向の直線的な櫛描文が施されている。以上は中期中葉に位置付けられる。

2)石  器

石器は北区の遺構内から出土した石鏃 (607)を 除くと、土掘り具 1点、石庖丁 1点、穿孔具

1点の合計 3点の石器が検出された。所属時期については、第 3章で述べたように分布状況から第

3群土器に伴うものであると推定した。

土掘り具 (275)は「 しゃもじ」状の特殊な形態を呈する。刃部は使用により著 しく摩耗 し、や

や斜め方向の線条痕が観察される。鹿児島県内の石製土掘り具を検討 した東和幸は、このような刃

部と柄部を明確に区別 したタイプをⅡB類とし、同県大隅町鳴神遺跡の例から夜臼式上器段階に伴

うものではないかと考えている
。D。 さらにその機能については民具との比較から、穴を掘ること

と上をあげることを主な目的とした「キンツ」のような道具を想定しているが、当資料刃部の使用

痕からは垂直に地面を掘るものとは考えられず、むしろ手鍬などの用途が推定されよう。

石庖丁 (276)は 回転ではなく、擦り切りによって穿孔したその技法に特徴がある。 このような

穿孔技法の石庖丁は管見では九州内において11か所の遺跡で合計13点が確認されており (表 9)、

宮崎県内では 3遺跡が知られている。さて、下條信行はこのような技法の石庖丁が中国の黄河沿い

にみられ、朝鮮半島でも発見例があると述べ、特に、日本国内の初期石庖丁と朝鮮半島の例につい
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ては製作技術上密接な関係にあることを指摘し、「 日本の初期稲作に伴う石庖丁は中国長江下流域

に求めることは困難で、朝鮮半島の南岸部付近にその直接の系譜があったものとすることができ」

ると結論づけているの。朝鮮半島南部の石庖丁の基本形態は直背外湾刃、片刃まれに偏平両刃、

厚身をなし、ことさらに大形でないとされており、先に示した九州内の例もおおむね直背外湾刃の

半月形を基本形態とする。ところが、本遺跡のものは横長景1片を加工した外湾背外湾刃の不整楕円

形を呈 し、基本形態から逸脱 している。ちなみに利用石材は当地域で調達できる頁岩系ホルンフェ

ルスで、ともに出土 した土掘り具と同じであるという点が興味深い。九州内における伝播段階に変

容 した可能性が考えられる。

表10 擦り切り技法石庖丁出土遺跡

穿子L具 (277)は紡錘形でなく、偏平で、先端部張1縁だけに使用痕がみられるもので、砥石の転

用品とも考えられる。類例は福岡県二丈町曲り田遺跡②や佐賀県唐津市菜畑遺跡 0)で 出上 してい

る。磨製穿孔具を集成 し、検討を加えた中間研志は 1類とした先端が段をなし細くなる小型類の定

型化 したものは時期が「弥生早期～前期初頭」に限定されるとし、大陸系磨製石器群導入に伴って

出現 したとしている (20。

ちなみに、宮崎県内では宮崎市保木下遺跡で紡錘形のものが 1点確認されている③)。

遺 跡 名 所 在 地 点数 時 期 出土状況 備 考 註

菜 畑 遺 跡 佐賀県唐津市 縄文晩期 包含層

宇本汲田遺跡 佐賀県唐津市 縄文晩期 包含層 (31)

西 原 遺 跡 佐賀県佐賀市 1 包含層

鶴 町 遺 跡 福岡県福岡市 1 弥生前期 包含層 擦切溝と円孔の併存

大 板井遺 跡 福岡県ノ」ヽ郡市 1 弥生中期 ? 土坑12号出土 擦切溝と円孔の併存 (34)

砂 山 遺 跡 福岡県中間市 1 採 集 (35)

原 山 遺 跡 長 1崎県北有馬町 1 採 集

玉 里 鹿児島県鹿児島市 1 弥生前期 ? 採 集 擦切溝と円孔の併存

古 町 宮崎県延岡市 採 集 (38)

峰 ノ 一則 宮崎県西郷村 採 集 (39)

前原 北遺 跡 宮崎県宮崎市 土坑8号出土 (40)

黒 土 遺 跡 宮崎県都城市 縄文晩期 包含層 本報告書
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1′ 2:SC2出土
3′4:Ⅳ層出土

図 33 大岩田村ノ前遺跡出土の弥生時代前期甕

(重永卓爾編1991大岩田村ノ前遺跡発掘調査報告書より転載)

2。 ま と め

当該地は約4000年前の御池降下軽石の堆積後、縄文時代後期後葉に生活が営まれはじめ、縄文晩

期を経て弥生時代中期中葉まで、断続的に利用されたようである。

遺物の量が最も多かったのは縄文時代晩期末・突帯文土器期で、南区V層を中心に出土した遺物

からは西北部九州の影響を受けつつ在地化した稲作文化が営まれたことをうかがうことができた。

土器についてみると丹塗磨研壺を含む器種構成をはじめ突帯文甕の器形・施文 0調整技法には西部

九州の影響が看取されるものの、突帯をもつ壺・口縁突帯をもつ浅鉢・刻目突帯文の組織痕土器・

沈線文や貼り付け文で飾られた高不等々は他地域に類例をみない地域色ととらえてよいものであっ

た。また、大陸系磨製石器である擦り切り孔をもつ石庖丁や磨製穿孔具は北部九州における水稲耕

作開始期のものと時期差はないものと思われるが、石庖丁の形態は変容しているし、調査面積の制

約もあってか大陸系磨製石器のすべての器種が出そろってはいない。

さて、晩期末の土器片には、籾痕をもつものや胎土中に米粒が混入したものなどが認められ、土

壌のプラントオパール分析結果によっても、軽石層以外のすべての土層からイネ・キビ族植物が検

出されており、当該期 (V層堆積時)に稲作が行われたことは確実である。遺跡周辺の低湿地の調

査が行われていないため水稲耕作の有無を確認できないが、石庖丁と石製土掘り具の組合せは傾斜

地でかつ乾燥した条件下の当該地においてイネとアワ・ ヒエなどの雑穀類が畑作によって栽培され

ていたことを反映しているのかもしれない。D。 今後の周辺調査に期待したい。

弥生時代の遺物は北区V層を中心に出土した。中でも前期の特徴的な器面調整技法を伴う甕の出

土は注目される。遺構は前期末の竪穴住居1基、中期中葉の土坑1基が検出された。

その後、しばらく間があき、平安時代に再び生活の痕跡が残され、集落の区画のためと思われる

溝状遺構や道路状遺構を伴う中世へと続き、桜島文明軽石が降下した頃にはそれも廃絶したようで

ある。
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図版 1

△遺跡遠景 (北側上空から)

(真上から) △北区遺構群 (真上から)△調査区全景



図版 2

△ G-13区土層断面 (西から) △ A地点土壌採取風景

△竪穴住居跡覆土内遺物出土状況

く竪穴住居跡覆土断面

△土坑完掘状況
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図版 3

(102号 道路状遺構

3号道路状遺構>
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図版 4

△ G-14015区 (V層)遺物出土状況 △F-12区 (V層)突帯文甕出土状況

△F-12区 (V層)石庖丁出土状況

くG-13区 (V層)丹塗磨研壺出土状況

△ G-14区 (V層)石製土掘り具出土状況 △ F-12区 (V層)磨製穿孔具出土状況



図版 5
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図版 6
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図版 7
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図版 8
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図版 9

磨製穿孔具 (277)

籾痕土器 (175)

石庖丁 (276)

石製土掘具 (275)

籾痕土器 (33)
籾痕土器 (98)

米混入土器 (174)

米顕微鏡写真 (176A)約 10倍
籾痕顕微鏡写真 (175)約 10倍

|
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米顕微鏡写真 (176B)約 10倍

米顕微鏡写真 (174)約 9.3倍
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図版 10
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あ  と  が  き

都城市は平成元年、全国でただ一か所だけ市街化調整区域、いわゆる線引きの撤廃を断行 した。

その結果、市内では民間の分譲住宅など小規模な開発が続出することとなった。

当遺跡の発掘調査もそういった民間開発に伴うもののひとつである。

試掘 0埋蔵文化財の取扱いに関する協議を経て、本調査に至るまで、多くの困難があったものの、

関係者の協力のもとになんとか調査を完了し、不備の目立つ本報告書を刊行することができた。

発掘調査の時期は、霜柱の立つ一番寒い時期であり、現場の作業員も通称「霧島おろし」と呼ば

れる寒風に立ち向かいながら黒色土と格闘した。

そういった努力が本文中に掲載した石庖丁などの大発見につながった。

さらに、市立図書館内の文化財整理室において、女性の作業員が水洗い後の上器片一点一点を丹

念に整理していた際に、縄文時代晩期の土器片中に米粒を発見したことは国内初の快挙となった。

焼成された上器胎土中にこのような粒が残存 したということは奇跡としかいいようがない。

籾痕土器の生 じる原因を佐原員氏は土器づくりと脱穀作業が女性の仕事であり、その作業場が隣

接していたためではないかと推定している。

ともかく、縄文時代晩期の女性が粘土をこねる際に混入 した米粒が、現代の女性によって再び見

出だされたのである。

よく「ちっぽけな土器をひろい集めて何になる」という心ない声を聞く。今回の発見はどんな小

さな土器片も見過ごしてはならないといういい教訓になった。
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